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第１章 はじめに 

１．計画策定の目的 

人口減少社会が到来し、本市では「札幌市まちづくり戦略ビジョン」において、「持

続可能な札幌型の集約連携都市への再構築を進める」という基本目標を定めており、

「みどり」についても量の拡大から今ある施設の有効活用への転換期に来ています。 

平成 23 年（2011 年）に「第 3 次札幌市みどりの基本計画」を策定してから 10

年近くが経過したことから、社会情勢の変化や多様な市民ニーズを踏まえて、これから

のまちづくりに対応したみどりづくりの総合的な指針となる「第４次札幌市みどりの基

本計画」を策定します。 

 

２．計画の位置づけ 

（１）みどりの基本計画とは 

「みどりの基本計画」は、緑地の保全や緑化の推進に関して、その将来像、目標、

施策などを市町村が定める基本計画です。これにより、緑地の保全及び緑化の推進を

総合的、計画的に実施することができます。 

 

（２）計画の位置づけ 

本計画は、「札幌市まちづくり戦略ビジョン」などの関連計画との整合を図り、みど

りに関する総合的な計画として策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４次 
札幌市 

みどりの 
基本計画 

（H32 予定） 

第２次札幌市都市計画 
マスタープラン（H28） 

・札幌市立地適正化計画（H28） 

【他の分野別計画】 

○札幌市景観計画（H29） 
○第２次札幌市環境基本計画（H30） 
・生物多様性さっぽろビジョン（H25） 
○第 2 次さっぽろ都市農業ビジョン（H29） 
○新・札幌市バリアフリー基本構想（H27） 
○札幌市地域防災計画（H30） 
○札幌市スポーツ推進計画（H26） 
○札幌市総合交通計画（H24） 
○札幌市冬のみちづくりプラン 2018（H30） 
○さっぽろ未来創生プラン（H28） 
○第２次都心まちづくり計画（H28） 
○その他関連計画 

札幌市まちづくり戦略ビジョン（H25） 

【北海道の関連計画・施策】

○札幌圏都市計画区域の

整備、開発及び保全の

方針（都市計画法） 
○北海道みどりの基本方

針（H31.3 策定予定） 

【国の関連計画・施策】 

○緑の政策大綱 
○社会資本整備重点計画 
○生物多様性国家戦略 
○都市緑地法等の一部改正 
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（３）計画期間と目標年次 

計画期間は 2020 年度から 2029 年度までの概ね 10 年間とし、目標年次を 2030

年と設定します。 

なお、社会情勢の変化や関連計画の改定などに対応するため、必要に応じて見直し

を行います。 
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３．みどりの定義 

本計画では、「みどり」および「みどりのオープンスペース」を以下のとおり定義し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みどり 

オープンスペース 
みどりのオープンスペース 

森林、農地、民有地緑地、 
壁面緑化、樹木、草花など 

公園緑地、河川、 
みどりのある公開空地 
など 

本計画では、「オープンスペ
ース」のうち、特にみどりに
よりうるおいのある空間とな
っていたり、植物に関わる
人々が集い交流することがで
きる空間を「みどりのオープ
ンスペース」と定義します。 

「オープンスペー
ス」とは、人が自由
に出入りできる、開
放的な広がりを持っ
た空間です。 

本計画では、札幌における森林、草地、農地、公園緑地、河川や湖沼地のほか、民有地を含
めたすべての緑化されている場所（公開空地や壁面緑化を含む）、さらには樹木や草花（コ
ンテナや鉢などに植えられたものも含む）などを「みどり」と定義します。 

※みどりの中の個別事項を指す場合は、「都市公園」「都市公園の樹木」「みどりのある広
場」「河川」「植樹帯」「樹木」「コンテナ花壇」など個別の表現を使うこととします。 

みどりのない屋外広場、
屋内の広場空間など 
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４．計画の対象 

これからのまちづくりでは、市民や活動団体、事業者など様々な主体と連携した活動

に取り組む必要があります。そのため、本計画では、前ページで定義した「みどり」に

加え、「活動」を計画の対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画では、みどりの機能が効果を発揮させていく対象として、「自然」「都市」

「ひと」の３つを想定して計画を推進します。ここでは、それぞれを以下のとおり定

義します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
〇森林、草地、農地 

〇公園緑地、河川や湖沼地 

〇公有地・民有地の緑化（公開空地や壁面緑化等を含む。）されている場所 

〇樹木や草花（コンテナや鉢などに植えられたものも含む。） 
 

 

〇みどりを“知る”活動  ～ 自然観察会などみどりにふれあい楽しみながらみ
どりの大切さを学ぶ活動や、みどりの大切さを発
信し、みんなに知ってもらう活動など 

〇みどりを“守る”活動  ～ 生物の生息・生育空間の保全活動、人工林の間伐
など森林の保全管理、みどりのオープンスペース
の維持管理、花壇やプランター・庭などの手入れ
など 

〇みどりを“つくる”活動 ～ 花壇やプランターの設置、自宅の庭づくり、植樹
活動への参加、開発などとあわせた民間や行政に
よる施設の緑化・みどりのオープンスペースの創
出など 

〇みどりを“活かす”活動 ～ 今ある公園緑地や森林などを積極的に活用して地
域住民が交流したり、市民ボランティアや民間活
力の導入により、より魅力的に使う工夫をしてい
くことなど 

みどり 

活動 

 
 
〇自然 ～地形、地質、気候、土壌、河川、森林、動植物 

〇都市 ～人間がつくり上げてきた都市環境や経済環境 
人が介在することで認識されるもの（札幌のイメージなど） 

〇ひと ～人間、コミュニティ（心の充足、生活の質） 

みどりの機能が効果を発揮させていく対象 
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５．みどりの機能 

みどりは、市民が生活していくうえで欠かすことのできない重要な役割を持っていま

す。本計画を検討するうえで普遍的なものである札幌におけるみどりの機能を以下のと

おり整理します。 

みどりの機能を発揮する「自然」「都市」「ひと」の３つの対象ごとに整理していま

す。 

 

①自然環境の保全 

森林や水辺、草地のみどりなどは、地域の自然環境を保全・再生する機能を有す

るとともに、生物の生息・生育空間となり、生物多様性※の保全に寄与します。 

②地球環境問題への対応 

二酸化炭素の吸収・固定による地球温暖化防止や森林の水源涵養機能など、地球

環境の改善に役立ちます。 

 

 

 

③都市環境※の形成 

・生活環境の改善 

気温・湿度の調整、大気の浄化、日陰の提供により心身ともに快適な生活環境を

形成します。 

・うるおいの創出 

都心※や市街地において、みどりのオープンスペースや街路樹などによって、市

民や来訪者が五感を通して感じられるうるおいを創出します。 

・札幌らしい景観の形成 

手稲山や藻岩山などの山並みや、豊平川などの川のある風景、大通公園や中島公

園など札幌を象徴する公園の風景、北海道大学の並木や農場の風景、樹木のある

街並みなど、札幌らしい景観を形成し、市民一人ひとりの原風景※を形づくりま

す。 

  

                                            
※ 生物多様性：自然の生態系を構成する動物、植物、微生物などが豊かな生物種の多様性とその遺伝

子の多様性など、さまざまな多様性を持つ生態系概念。 
※ 都市環境：建築群（住宅、ビル、公共施設等）や公園、道路、橋梁、ライフライン（電気、ガス、

上下水道）、交通システムなどをはじめ、人が生活する上で必要なものを人工的に設えた空間。 
※ 都心：JR 札幌駅北口の一体、大通東と豊平川が接する付近、中島公園、大通公園の西側付近を頂点

とする、ほぼひし形に広がる区域。 
※ 原風景：原体験におけるイメージで、風景のかたちをとっているもの。 

自 然 

都 市 
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④防災機能の発揮 

森林や緑地は、水源の涵養・土砂災害防止などの役割を果たしています。また、

災害時においては、土砂災害防止、延焼の防止などの役割を果たすとともに、都

市公園などは避難の場、救援活動の拠点となります。 

 

⑤観光まちづくり・地域経済への寄与 

・観光まちづくりの促進 

大通公園や中島公園など、特色があり札幌を象徴する大きな都市公園は、まちの

ブランド化や観光まちづくりの促進に寄与します。 

・地域経済の活性化 

農地は都市に新鮮な農産物を供給するなど経済的な活動に寄与します。また、都

市公園や自然歩道などは、様々なイベントや憩いと賑わい創出の拠点となり、地

域経済の活性化に寄与します。 

 

 

 

⑥様々な世代が利用できる場の提供 

・健康推進の場の提供 

都市公園や自然歩道は、スポーツや健康づくりなどの場となり、健康な身体づく

りや精神的な豊かさをもたらします。 

・自然とのふれあいの場の提供 

森林や緑地は、人と自然がふれあい憩える場であり、利用者は自然の恵みによる

うるおいや安らぎを享受することができます。 

・子育ての場の提供 

都市公園は、子どもの遊び場や親子のふれあう場となります。 

・環境教育※の場の提供 

森林や公園緑地は、自然観察や自然学習など、自然にふれあいながら体験し学べ

る環境教育の場となります。 

・まちづくり活動の場の提供 

まちなかの公園や道路などは、花植え、清掃、みどりの手入れなど、気軽に参加

出来る身近なまちづくり活動の場となります。 

  

                                            
※ 環境教育：環境保全についての理解を深めるために行われる環境の保全に関する教育及び学習。 

ひ と 
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⑦コミュニティの形成 

・地域コミュニティ※の形成 

公園緑地は、様々な地域活動やイベントの場となり、地域交流や世代間交流の促

進に寄与します。 

・まちへの愛着の形成 

人々を取り巻く山や川などの自然環境や都市公園などがもたらす景観によって、

歴史・風土など札幌らしさを感じることで、市民のまちに対する愛着を育みま

す。 

  

                                            
※ 地域コミュニティ：コミュニティは、地縁、血縁、文化的背景、価値観などにもとづく共同体であ

り、そのうち、地縁的な要素の大きいものを地域コミュニティとする。 
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６．計画の構成 

本計画は、全７章で構成されています。各章で記載されている主な内容は以下の通り

です。詳しい内容は各章をご覧ください。 

 

第３章 重視すべき視点 
今後 10 年間で重視すべき視点 

    

第１章 はじめに 

計画の目的や位置づけなど 

みどりの機能 

第２章 現状と課題 
札幌の現状 
みどりの現状と課題 

第４章 基本理念とみどりの将来像 

【基本理念】 

 

 

 

 

【みどりの将来像】 

第５章 目標 

今後 10 年間の目標や評価指標など 

第７章 各主体の役割と進行管理 

市民、活動団体、事業者、行政など各主体の役割と計画の進行管理 

第６章 計画の体系と施策 

計画の体系と将来像の実現に向けた施策など 

みどりを知り・守り・つくり・活かし、 

新たな価値を生み出し、まちの魅力を高めよう 

持続可能な 
グリーンシティさっぽろ 

多くの人がみどりに 
ふれあい、幸福感のある 

日常生活を送っています。 

ひと 

五感を通して感じられる 
みどりが保全・創出され、
都市の魅力を高めていま

す。 

都市 

良好な自然環境が 
保全され、人と自然が 
共生しています。 

自然 

都市の魅力 
の向上 

地域 
コミュニティ 

の醸成 

人と自然 
の共生 

資源の 
有効活用 
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 第２章 現状と課題  
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第２章 現状と課題 

１．札幌の現状 

（１）地勢 

札幌市は、石狩平野の南西部に位置し、東は石狩川から野幌原始林にかけての低地

帯、西は手稲山系、南は支笏洞爺国立公園に連なる一大山地、北は日本海に接する石

狩砂丘地に囲まれた都市で、190 万人以上の人々が暮らす大都市でありながら、豊か

な自然に恵まれた、北海道の政治・経済、文化の中心地です。 

地形は、市街地が発達してきた豊平川扇状地、北東部の石狩低地帯、南西部一帯の

山岳地、東南部の丘陵・台地の４つに区分することができます。 

気候は日本海型気候で、夏はさわやか、冬は積雪寒冷を特徴としており、四季の移

り変わりが鮮明です。札幌の年平均気温はおよそ 8.9℃、年総降水量はおよそ

1,100mm です。 

 

（２）札幌の都市計画 

札幌市全市域 112,126ha のうち、

南西部の国有林を除く 56,795ha（全

市域の約 50.7％）が都市計画区域に指

定されています。そのうち 25,017ha

（全市域の約22.3％）が市街化区域に、

31,778ha（全市域の約 28.3％）が市

街化調整区域に指定されています。 

 

 

 

 

 

  

都市計画法に基づく札幌市域の区分図 
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（３）社会情勢の変化 

①地球規模の環境問題の深刻化 

世界人口は70億人を突破し、2050年には98億人に達すると予測されていま

す。地球規模での人口増加や経済規模の拡大の中で、生物多様性の喪失、水や食

料の不足、エネルギーやレアメタルなどの資源枯渇問題、さらには地球温暖化に

伴う気候変動への対応など、人間活動に伴う地球環境への負荷はますます増大

し、人類の生存基盤である地球環境は存続の危機に瀕しています。 

こうした危機感を背景に、平成27年（2015年）に「パリ協定※」が採択され

るなど、世界は持続可能な社会に向けた大きな転換点を迎えています。 

 

②持続可能な開発目標の推進 

地球規模での環境問題を解決し、持続可能な社会の形成に世界全体で取り組む

ため、平成27年（2015年）９月の国連総会において、「持続可能な開発のた

めの2030アジェンダ」が採択されました。このアジェンダでは、人間、地球及

び繁栄のための行動計画として、2030年までに解決すべき17のゴールと169

のターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」が設定されています。 

SDGsは発展途上国のみならず、先進国も含めた全ての主体が取り組む普遍的

なものであり、日本においても「SDGs推進本部」の設置や「SDGs実施指針」

の策定など積極的に取り組んでいます。 

札幌市においては、平成30年（2018年）に「SDGs未来都市」として選定

され、「札幌市SDGs未来都市計画」に基づき、「環境」の取組の推進を“起

点”とした、「経済」や「社会」への波及を目指すとともに、北海道という地域

特性を活用した取組を進め、「寒冷地における環境都市」の世界モデルの構築を

目指し、SDGs達成に向けた取組を進めることとしています。 

  

                                            
※ パリ協定：気候変動枠組条約第 21 回締約国会議（COP21）で採択された気候変動に関する国際

枠組み。世界全体の平均気温の上昇を 2℃より十分下方に抑えるとともに、1.5℃に抑える努力を追

求すること、そのために、今世紀後半に人為的な温室効果ガス排出の実質ゼロ（人為的な温室効果

ガス排出量と吸収量を均衡させること）を目指している。 

持続可能な開発目標（SDGs） 
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③人口減少社会の到来、少子高齢化の進行 

札幌市の人口は、平成30年（2018年）1月現在、約196万人であり、これ

までは人口の増加が続いています。 

しかし、平成72年（2060年）には人口が143万人になると推計されてお

り、平成27年（2015年）の195万人から52万人減少することになります。 

年齢別では、経済活動を主に支える生産年齢人口（15～64歳）は、平成72

年（2060年）には69万人となり、平成27年の123万人から54万人減少し、

年少人口（0～14歳）は、平成72年（2060年）には11万人となり、平成27

年の22万人から11万人減少することになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④経営資源の制約 

これから迎える人口減少・超高齢社会は、私たちの暮らしに様々な影響を及ぼ

すことが推測されています。 

札幌市においては、経済活動を主に支える生産年齢人口と実質市内総生産に強

い相関関係が見られ、生産年齢人口が減少に転じた平成17年度（2005年度）

以降は、実質市内総生産も減少を続けています。 

また、今後も、生産年齢人口の減少が予測されるとともに、道外へ転出する若

者が多いという傾向もあることから、行政の財源や人材の不足などの経営資源の

制約が懸念されます。 

  

札幌市の人口の将来見通し（各年 10 月 1 日現在） 

出典：さっぽろ未来創生プラン 
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⑤人口構造の地域的な偏り 

平成22年（2010年）国勢調査をもとにした人口の将来推計の増減率をみる

と中央区周辺への一極集中が顕著であり、その他の地域では郊外の新規開発値を

除くほとんどの地域で人口減少が推測されています。さらにこの傾向が平成42

年（2030年）以降も続いた場合、人口が減少する地下鉄駅周辺では都市機能の

低下などが想定され、複合型高度利用市街地における「人口分布の偏在」が、本

市の持続的な都市づくりに弊害をもたらすことが懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥外国人来訪者の増加 

近年、観光客数は増加しており、特に外国人宿泊者が急速に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

地区別の将来人口総数増減率 平成２２年(２０１０年)～平成４２年(２０３０年) 

出典：札幌市立地適正化計画 

観光客数及び外国人宿泊客数の推移 

出典：札幌市観光統計データ 

7,677 7,280 7,256 7,309 7,204 
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⑦北海道新幹線の札幌延伸、冬季オリンピック・パラリンピックの開催招致 

ア．北海道新幹線札幌延伸 

北海道新幹線は、全区間約360kmのうち、新青森駅から新函館北斗駅まで

の約149kmが平成28年（2016年）3月26日に開業し、新函館北斗駅から

札幌駅までの約211kmは、2030年度末に開業する予定で、平成24年

（2012年）から建設工事を進めています。 

新幹線札幌駅ホームは、在来線ホームの東側に設置される計画で、札幌市で

は新幹線ホームに隣接する街区において、南口駅前広場と新幹線駅施設との連

続性を生み出し、札幌の新しい顔となるオープンスペースのほか、バスターミ

ナルなどの施設を整備する予定です。 

 

イ．冬季オリンピック・パラリンピック開催招致 

札幌市では、2030年冬季オリンピック・パラリンピックの招致を目指して

います。 

この招致をきっかけとして、まち全体をリニューアルし、雪を楽しむ文化・

ライフスタイルを新たな価値として、市民さらには国内外へ発信していくとと

もに、超高齢社会に対応したユニバーサルなまちづくりを進めるなど、まちづ

くり戦略ビジョンに掲げた都市像「北海道の未来を創造し、世界が憧れるま

ち」「互いに手を携え、心豊かにつながる共生のまち」の実現を目指します。 

 

⑧都市公園法等の改正 

近年の社会の成熟化、市民ニーズの多様化、都市インフラの一定の整備等を背

景として、みどりがもつ多機能性を最大限に引き出すことを重視し、ストック活

用や民間との連携の加速、一層柔軟に使いこなしていくことを目的に、都市公園

法等が改正（平成29年（2017年）５月公布）されました。 

 

【主な政策の改正点】 

 

 

 

  

【都市公園法等】 
 都市公園で、保育所等

の設置を可能に 
 民間事業者による公共

還元型の収益施設（カ
フェ・レストラン）の
設置管理制度の創設 
        等 

【都市緑地法】 
 民間による市民緑地の

整備を促す制度の創設 
 緑の担い手として民間

主体を指定する制度の
拡充   
 
         等 

【生産緑地法、都市計画
法、建築基準法】 

 生産緑地地区内で、直
売所・農家レストラン
等の設置を可能に 

 新たな用途地域の類型
として田園住居地域を
創設�      等 

都市公園の再生・活性化 緑地・広場の創出 都市農地の保全・活用 
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（４）札幌のまちづくりの方向性 

①札幌市まちづくり戦略ビジョン 

札幌市まちづくり戦略ビジョンは、札幌の将来像を示す全市的なまちづくり

の方針を定めるもので、幅広い分野にまたがる総合計画として最上位に位置付

けられる計画です。計画期間は、平成 25 年（2013 年）～平成 34 年（2022

年）年となっています。 

札幌市まちづくり戦略ビジョンでは、目指すべき都市像を実現するための７

つの分野での重要な視点をあげています。特にみどりづくりに関係する視点は

以下の �つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特にみどりづくりに関係する視点と基本目標】 

 

 

 

 

 

  

地域 
・共生と交流により人と人がつながるまちにします 

・様々な担い手が地域のまちづくり活動に参加するまちにします 

・多様な地域課題を解決できるまちにします 

安全 
安心 

・誰もが健康的で安心して暮らせるまちにします 

・安全な日常生活が送れるまちにします 

環境 
・豊かな自然と共生するまちにします 

・市民が環境について学び行動するまちにします 

都市 
空間 

・札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします 
・都市の価値を高めるみどりをいかしたまちにします 
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②第２次札幌市都市計画マスタープラン 

第２次札幌市都市計画マスタープランは、札幌の目指すべき都市像の実現に

向けた取組の方向性を全市的視点から整理した計画です。 

平成28年（2016年）には「人口減少」「少子高齢化」を背景とした方向

性の修正を行い、都市づくりの基本目標は「世界都市」「コンパクトな都市」

「札幌らしいライフスタイルが実現できる都市」「低炭素都市」「安全・安心

都市」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③札幌市立地適正化計画 

第２次札幌市都市計画マスタープランに掲げる都市づくりの目標の実現を目

指し、市街地区分に応じた人口密度の適正化や、公共交通を基軸とした各種都

市機能の適正配置を図るための計画です。 

 

【集合型居住誘導区域】 

（地下鉄駅周辺等の公共交通利便性の高い地域） 

→人口分布の偏在を是正しつつ、人口密度の

維持・増加を図る 

【都市機能誘導区域】 

（都心・地域交流拠点） 

→多くの人が利用する都市機能の集約等に

よる利便性と魅力の向上を目指す 

【持続可能な居住環境形成エリア】 

（加速度的に人口減少が進む地域） 

→人口減少が進む中でも、生活利便性・交通

利便性を確保しつつ持続可能なコミュニ

ティの形成を目指す 

  

１ 魅力があふれ世界を引きつける都心 

【総合的な取組の方向性】 

２ 多様な交流を支える地域交流拠点 

３ 利便性が高く魅力ある複合型高度利
用市街地の実現 

４ 地域特性に応じた一般住宅地・郊外
住宅地の居住環境の維持・向上 

５ 市街地の外の自然環境の保全と活用 

江別市の市街地 
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④札幌市景観計画 

これまでの都市が拡大・成長する中で、受動的・保守的に秩序と調和のある

都市景観を維持する景観施策から、成熟した都市において、景観を構成する要

素を幅広くとらえ、能動的・創造的に都市の魅力・活力を向上させるための景

観施策へと転換していくことを大きな課題と捉え、札幌の景観形成の総合的な

指針として、理念や目標、方針などを明らかにするとともに、その実現に向け

た取組などを定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北の自然・都市・人が輝きを織りなす美しい札幌の景観を創り上げる 

【理 念】 

１ 札幌固有の景観特性と街の成り立ちを尊重し、秩序と調和のある景観づくり 

【目標】 

２ 地域の個性が際立ち、多彩な輝きを放つ景観づくり 

３ 多様な主体がつながり、持続的に取組を重ねる景観づくり 

【関連する方針（抜粋）】  

景観形成の方針 

自
然 

気候等 

〇四季が明瞭な気候特性を生かし、四季の変化が感じられる景観形
成を図ります。 

〇特に、雪のある景観が札幌の個性の一つであることを踏まえ、雪
に配慮した景観形成を図ります。 

地形（山地、丘陵地、
扇状地、平地） 

〇札幌の地形が持つ特性を生かした景観形成を図ります（山地、丘
陵地、扇状地、平地）。 

〇特に、市街地の背景となる山並みは、方向や広がりを確認できる
要素であることから、山並みへの眺望に配慮した景観形成を図り
ます。 

水とみどり 

〇骨格となる水とみどりのネットワークを基軸として重視し、連続
性のある景観形成を図ります。 

〇特徴ある水辺空間や拠点となるみどりを生かした景観形成を図り
ます。 

〇札幌の植生やシンボルとなる樹木などを生かした景観形成を図り
ます。 

〇水とみどりが連続する自然環境を保全するなど、多様な生態系に
配慮した景観形成を図ります。 

都
市 

都心 【世界に向けて都心の魅力を発信する優れた景観形成】 

拠点 【各拠点の特性を⽣かした景観形成】 

複合型高度利用市街地 【利便性の高い快適な暮らしを演出する景観形成】 

一般市街地 【居住環境の維持・向上に向けた景観形成】 

郊外住宅地 【ゆとりある居住環境を重視した景観形成】 

工業地・ 流通業務地 【周辺市街地と調和した景観形成】 

幹線道路等の沿道 【連続性のある道路景観の形成】 

市街地の外 【市街地を取り囲む自然的特性を重視した景観形成】 

人

（暮
ら
し
） 

歴史 
〇格子状街路や防⾵林など、街の成り⽴ちを尊重した景観形成を図

ります。 

文化・暮らし 

〇市内外から多くの人々が訪れる場所では、市⺠や観光客等が魅力
を感じられるよう、その場所の特性、札幌の⽂化を尊重した景観形
成を図ります。 

〇住宅地等では、地域ごとの住まい方の違いを踏まえ、地域住⺠が
関わりながら、地域への愛着を高める景観形成を図ります。 
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⑤第２次札幌市環境基本計画 

札幌市環境基本条例第７条で定める施策の策定等に係る基本方針を踏まえ、

本市における環境保全に関する長期的な目標と施策の方向を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥生物多様性さっぽろビジョン 

生物多様性基本法に基づく地域戦略として、また札幌市環境基本計画の個別

計画として策定したもので、「札幌の自然環境の保全」と「ライフスタイルの見

直し」の両面から生物多様性の保全に取り組むこととしています。札幌の自然

環境の保全に向けては、市域を４つのゾーンに区分し、それらをつなぐ生態系

とともに各ゾーンの望ましい姿を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北の生き物と人が輝くまち さっぽろ 

【理 念】 

１ 豊かな生物多様性と共生する都市づくり 

【目標】 

２ 環境首都・札幌にふさわしい生物多様性に配慮したライフスタイルの実践 

３ 自然環境と一体となった文化や知恵、景観等、伝統資源の継承及び創造 

 

４つの旋策の柱 施策の方向性 

「理解する」 
生物多様性に対する理解を深める 

・自然とのふれあいの場の充実 
・環境教育・普及啓発 
・調査分析・情報共有 
・生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する技術

の向上 

「協働する」 
生物多様性の保全に皆で取り組む 

・活動主体の育成、支援 
・連携の仕組みづくり 

「継承する」 
生物多様性を守り育て、 

将来に伝えていく 

・生息・生育環境の保全と拡大 
・野生生物をめぐるトラブルの軽減 
・環境負荷の低減 
・歴史的文化的資産の継承 

「活用する」 
生物多様性の持続可能な利用を進める 

・自然を活かすライフスタイルの推進 
・環境に配慮した消費行動の推進 
・持続可能な社会経済活動への活用 

【関連する取組（抜粋）】 

次世代の子どもたちが笑顔で暮らせる
持続可能な都市「環境首都・ＳＡＰＰ ＲＯ」

）

目指す将来像（長期的な目標）

札幌市環境基本条例 第7条（施策の策定等に係る基本方針）

基本方針を踏まえて、
施策の方向を「5つの柱」に区分して設定

①健康で安全な環境の中で生活できる都市の実現

②積雪寒冷地に

適した

低炭素社会の実現

③資源を持続可能に

活用する

循環型社会の実現

④都市と自然が

調和した

自然共生社会の実現

⑤環境施策の横断的・総合的な取組の推進

各柱で目指す「2030年の姿」にＳＤＧｓの考え方を活用
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２．みどりの現状と課題 

 

 

 

 

（１）現状 

①これまでの取組と評価 

ア．市街地の拡大を抑制し、美しい山並みを保全 

市街地と奥山の間にある市街地に近い山地丘陵地を風致地区などに指定する

とともに、開発指向の強い地域や自然環境の保全が必要な森林を、都市環境林
※として取得し保全してきました。 

その結果、市街地の拡大を抑制し、広く市街地から眺望できる美しい山並み

が保全され、札幌市民の原風景をつくる重要な要素となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市環境林など地域制緑地※  

                                            
※�都市環境林：都市近郊林の保全・活用を目的として主に市街化調整区域の民有林を公有化した樹林

地。2018 年現在 37 箇所、約 1,728ha を指定している。 
※�地域制緑地：法律や条例、要綱などの制度によって、公有地、私有地を問わず良好な緑地を保全し

ている場所。 

自然 

地域制緑地などにより
保全されているみどり 
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イ．骨格的なみどりのネットワーク形成 

札幌市は、戦後、町村合併や冬季オリンピック札幌大会を契機に人口が増加

し、郊外に住宅地が開発され、市街地が拡大していきました。このため、「環

状グリーンベルト構想※」を昭和 57 年（1982 年）に策定し、これに基づき

市街地をみどりの帯で包み込むように森林や農地の保全・大規模公園の整備を

進めてきました。現在は、特色のある大規模な都市公園を含む環状グリーンベ

ルトと河川や道路緑化でつなぐ骨格的なネットワークが形成されています。 

 

  

                                            
※ 環状グリーンベルト構想：札幌の自然条件を生かしながら、市街地をみどりの帯で包み込もうとす

る構想。 

近年整備された創成川公園 
コリドー（みどりの回廊）としても 

ネットワークに寄与 

骨格的なみどりのネットワーク 

拠点となる大規模公園の整備
（モエレ沼公園） 
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ウ．「緑の保全と創出に関する条例」にもとづく保全 

札幌市では、平成 13 年（2001 年）制定の「緑の保全と創出に関する条例
※」に基づき、市域を５つのエリアに分類し、それぞれに緑化率を定め、開発の

際に緑化を義務づける緑保全創出地域制度※を国の法律改正に先駆けて運用し

ました。この制度により、山岳、里山、里地において開発によるみどりの喪失

が抑制され、保全されています。 

 

 
 

  

                                            
※�緑の保全と創出に関する条例：市、市民、事業者及び土地の所有者等が相互に手を携えながら本市

のみどりを豊かなものにし、現在及び将来の市民が健康で文化的な生活を営む上で必要とする良好

な都市環境を確保することを目的として制定された条例。 
※�緑保全創出地域制度：緑の保全と創出に関する条例に基づき、市内全域を５つの地域に分け、開発

を行うときに一定の緑化を義務付け、みどり豊かな都市環境を保全及び創出する制度。 

緑保全創出地域の指定図 

※山岳地域 

山岳地帯として自然が豊
かであり、土地の位置、形
状その他の土地の状況から
みて自然環境を保全すべき
地域で、大部分が都市計画
区域外に位置する。（国有林
が大部分を占める） 

※里山地域 

市街地の周辺にあって、
みどりが比較的豊かであ
り、みどりを保全・創出し
ながら、市街地の周辺にふ
さわしい土地の活用を図る
山岳丘陵で、市街化調整区
域に位置する。 

※里地地域 

市街地の周辺にあって、
みどりが比較的豊かであ
り、みどりを保全・創出し
ながら、市街地の周辺にふ
さわしい土地の活用を図る
平地で、市街化調整区域に
位置する。 
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樹林樹木 

草地 

農地 

水面 

街路樹 

非緑被 

②都市計画区域のみどりの現状 

ア．都市計画区域の緑被分布と緑被率※ 

緑被地とは街路樹・樹林樹木・草地・農地・水面などの面積を示し、航空写

真をもとに算出しています。 

平成26年度調査によると、都市計画区域内の緑被面積は32,015haで緑被

率は55.6％でした。その内訳は、樹林樹木が22,208ha（面積比38.6％）で

最も多く、次いで草地が5,801ha（同10.1％）農地が2,938ha（同

5.1％）、水面が780ha（同1.4％）、街路樹が288ha（同0.5％）でした。 

 

  

                                            
※�緑被率：ある地域または地区における樹林地、草地、農地水面及び公園緑地など植物に覆われた範

囲が占める割合。 

 面積（��） 緑被（％） 

樹林樹木 ������ ���� 

草地 ����� ���� 

農地 ����� ��� 

水面 ��� ��� 

街路樹 ��� ��� 

緑被地 ������ ���� 

非緑被 ������ ���� 

区域面積 ������ ����� 
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イ．緑被面積の経年推移 

緑被面積全体の推移は、ほぼ横ばいで、約3.2万haの規模となっています。

樹林地や草地水面は増加傾向にありますが、農地は減少傾向にあり、農地が草

地などに置き換わっていると推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．土地利用別緑被率（市街化区域） 

土地利用別の緑被率を見ると、公共利用地※の緑被率は30%程度と比較的高

いものの、民間利用地※の緑被率が６％程度と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                            
※ 公共利用地：公園・緑地、保全緑地、河川敷・堤防、道路・歩道、各種学校、その他公共施設 
※ 民間利用地：業務地、戸建住宅、集合住宅 
※ その他：耕作地、社寺・墓地、駐車場・空地、未利用地、用水・ため池等 

都市計画区域の緑被面積の経年推移 

出典：平成８、平成 19、平成 26 緑被現況調査 

市街化区域の土地利用別緑被率 

出典：平成 19 年・平成 26 年札幌市緑被現況調査 
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③森林の現状 

ア．森林の構成 

札幌市の森林は、西部〜南部の山地や丘陵地が骨格を占めています。森林面

積の約 8 割を都市計画区域外の奥山にある国有林が占め、所管別の森林構成の

推移はほぼ横ばいの状況にあります。 

山地や丘陵のみどりは天然林が大部分を占めていますが、一部に人工林がま

とまって存在している地区もみられます。 

天然林の一部は自然度の高い貴重な植生群落がみられ、特に円山や藻岩山、

野幌などの原始林が市街地近傍に位置していることが特徴で、貴重な植生群は

自然保護地区等により保全されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．森林の活用 

市街地近傍には、安全で気軽に自然を楽しめるように整備された自然の中の

登山道である自然歩道が、延長 2.7 ㎞～16.4 ㎞の８ルート整備されています。

自然歩道や市民の森の利用者は約 26 万人（年間推計値）で、広く市民に親し

まれています。一方、藻岩山・円山・三角山の 3 ルートで全体の 86％を占め

るなど利用か所に偏りが見られます。 

  

所管別の森林面積の推移 

出典：平成 20 年度、平成 27 年度北海道林業統計 

国有林
772332ha

78.4%

市有林
12886ha

2.7%

民有林
132387ha

19.0%

国有林
772984ha

78.7%

市有林
22016ha

2.8%

民有林
132179ha

18.7%

平成 20 年度(2008 年度) 平成 27 年度(2015 年度) 
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田 畑 樹園地

④農地の現状 

札幌市の北東部や西部の平野部では露地野菜や牧草など、南東部の山間丘陵地

帯では施設野菜や果樹などの生産の場となっています。中でも北東部に広がるタ

マネギ畑は札幌らしい農風景を形成しています。また、市民農園など市民が農業

に触れる場としての機能も担っています。 

しかし、ここ 45 年で農地面積は約 85％減少し耕作放棄地の増加などによる

自然の喪失がみられます。これらの耕作放棄地などにより、良好な景観が阻害さ

れることも懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤生物多様性の現状 

札幌市には、山地の原生的な自然環境から都市部の人為的な環境まで幅広く多

様な生態系が分布し、約 6,000 種が記録されています。 

また、市民参加によるさっぽろ生き物調査においても、市街地全域において広

く野生生物の生息・生育状況が報告されています。 

市内で確認されている生物のうち約 297 種は、絶滅のおそれのある種とし

て、札幌市版レッドリスト 2016 などに掲載されています。市内で確認された

外来種は、国内移入種も含め 432 種が確認されています。 

  

出典：農林業センサス 

農地の推移 

耕作放棄地面積の推移 

出典：第２次さっぽろ都市農業ビジョン 
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「自然」面のみどりの現状 

  

山地丘陵系は自然林を中心

に人工林が混在する構成 

円山・藻岩山の原生林が 

市街地近傍に立地 

平地のみどりは農地のほか

河川や湖沼から構成 

市街地近傍の山並みはシナノキ群

落、平地はハルニレ群集が優占 

平地で残された樹林や防風林ではヤチ

ダモやハンノキの群落が優占 

 

貴重な自然は各種の 

保護地区等で保全 

▶右図赤ハッチ箇所： 
さっぽろ生き物さが 
し ����で対象動植 
物が報告された箇所 

農地面積の減少 

耕作放棄地の増加 

 

緑被比率が低い 

民間利用地 
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（２）課題 

①人工林の管理の遅れ 

これまで取得してきた都市環境林内の人工林は、間伐などの管理が遅れ、立ち

枯れや風倒木が発生し、ヤブになりつつある箇所が生じたり、陽光不足で林床が

露出したりするなど、森林の公益的機能が損なわれている状況が課題となってい

ます。 

 

②森林の利用ニーズ多様化 

市街地近郊の森林では、トレイルランニングなど近年の利用ニーズの多様化へ

の対応が課題です。また、自然歩道などの利用者の偏りへの対応が課題となって

います。 

 

③耕作放棄地の増加 

農地は、耕作放棄地の増加がみられ、札幌らしい農風景の喪失が課題です。 

 

④生物多様性への対応 

森林や平地、市街地においても広く生物が生息している状況を維持するため

に、在来種の生息・生育空間の確保とともに、外来種への適切な対策が課題とな

っています。 

また、草地は生物多様性の観点から重要ですが、これまで調査や評価がされて

こなかったことが課題としてあげられます。 

生物多様性保全の効果的な推進に向けて、生物多様性に対する理解が市民に浸

透していないことも課題となっています。 
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（１）現状 

①これまでの取組と評価 

ア．都市公園の整備 

札幌市の都市計画は、碁盤の目を基本とした街路づくりと、住区整備基本計

画※などに基づく計画的な都市公園の配置を進めるなど、全国でも極めて先進的

なもので、現在の都市公園は量的に充足しています。 

 

  

                                            
※�住区整備基本計画：住んでいる人が徒歩で行動できる範囲をひとつの単位（住区）とし、住区内に

道路・学校・公園を適正に配置し整備する計画。 

都市 

市街地の街区公園 

都市公園の配置モデル図 
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イ．街路樹の整備 

明治時代から街路に街路樹導入を開始し、

市街地の拡大に伴う道路整備にあわせて街路

樹を整備しており、身近なみどりとして街に

潤いと安らぎを与えるとともに、道路の交通

安全や都市全体の環境改善などに大きな効果

をもっています。 

街路樹には寒冷地の特徴ある樹種も多く使われており、街路樹が創る美しく

北国らしい道路景観は市民や来訪者から親しまれています。平成10年

（1998年）には20万本を超え、平成28年（2016年）には約23万本とな

っています。政令指定都市の中では本数が多く、札幌の代表的な街路をはじ

め、地域の中心的街路では街路樹が網羅されています。 

 

年 次 出来事など 

明治 ４年（1871年） 開拓使が道路の左右十間（18ｍ）の天然木の伐採を禁止 

明治23年（1890年） 
宮部金吾北海道大学教授がアメリカ留学帰国後、公開演説に
て都市の風格には路傍樹（街路樹）が必要なことを高らかに
述べる。 

明治44年（1911年） 行啓通（南14条）サクラを植栽（現在はない） 

大正14年（1925年） 
現在の北３条広場にイチョウ32本が植えられた。（現存29
本） 

昭和11年（1936年） 
帝国陸軍大演習に合わせて、道路の舗装工事が行われ現在の
中心市街の基礎ができ、街路樹も整備された。 

昭和28年（1953年） 
街路樹総数4,316本（ニセアカシア1,019本、イチョウ726
本、イタヤカエデ670本、プラタナス513本など） 

昭和54年（1979年） 街路樹10万本を超える。 

平成10年（1998年） 街路樹20万本を超える。 

平成16年（2004年） 台風18号、風速50.2ｍ/s、街路樹約3,800本倒れる。 

平成27年度（2015年度） 札幌市街路樹基本方針策定 

平成30年（2018年） 台風21号、風速33.4ｍ/s、街路樹約2,100本倒れる。 

 

 

  

四季の彩の変化が楽しめる街路樹 

札幌市の街路樹の歴史 

出典：札幌市資料 
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ウ．都心のみどりの保全と創出 

札幌市では、明治期に大通公園や中島公園などの現在、都心に位置する大規

模な都市公園を整備しました。また、現在も再整備や創成川公園の新規整備な

ど新たな魅力づくりに取り組んでおり、都市公園が市民の憩いの場や原風景と

なっています。 

近年では、「さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度※」を運用し、民間に

よるみどりのオープンスペースの創出を支援しています。 

また、民有地の開発の際には、「緑の保全と創出に関する条例」に基づき、

1,000 ㎡以上の開発を対象に緑化を義務づけています。  

                                            
※�さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度：都心部でみどり豊かな潤いある空間を増やしていくた

め、札幌都心部で事業者が民有地緑化を行う際、その経費を一部助成する制度。 

「さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度」の事例 

民間開発によるみどり豊かなオープンスペースの創出 
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市役所 

札幌駅 

樹林樹木 

草地 

街路樹 

水面 

農地 

非緑被 

②都心のみどりの現状 

ア．都心の緑被状況 

平成26年度調査調査によると、都心の緑被面積は50.6haで緑被率は

12.4％でした。その内訳は、樹林樹木が27.1ha（面積比6.6％）で最も多

く、次いで草地が11.6ha（同2.8％）、街路樹が9.9ha（同2.4％）、水面が

1.9ha（同0.5％）、農地が0.1ha（同0.03％）でした。 

 

  

 面積（��） 緑被率（�） 

樹林樹木 ���� ��� 

草地 ���� ��� 
街路樹 ��� ��� 

水面 ��� ��� 

農地 ��� ���� 

緑被 ���� ���� 

非緑被 ����� ���� 

区域面積 ����� ����� 
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イ．都心のみどりに関する市民意識 

平成 30 年度市民アンケート調査では、都心の公共施設の緑化の充足につい

ての設問に対して「足りていない」「どちらかというと足りていない」が約 47％

を占め、民間施設については、約 53％と半数以上でした。 

また、市民ワークショップにおいても、市民に札幌のみどりの印象について

「まちなかのみどりが少ない」「都心のみどりが少なく、心がさびれる」「都心

の樹木のバランスが悪い」などの意見が出されました。 

 

 

 

  

足りている

9.4%

どちらかという

と足りている

22.8%

どちらかという

と足りていない

34.7%

足りていない

18.6%

わからな

い

13.1%

無回答

1.5%

（Ｎ＝９６２）

足りている

10.5%

どちらかという

と足りている

27.3%

どちらかというと

足りていない

33.5%

足りていな

い

13.5%

わからない

13.3%

無回答

1.9%

（Ｎ＝９６２）

出典：平成 30 年度市民アンケート調査 

都心の施設の緑化の充実（左：公共施設、右：民間施設） 
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③公園緑地の現状 

ア．公園緑地の整備状況 

都市公園は、昭和 50 年代に「児童公園 100 ヵ所作戦」などの推進により急

速に増加し、現在は約 2,700 箇所を超えており、公園の総量は充実していま

す。一方で、都心及びその周辺の人口増加が見られる地域では、身近な公園が

不足しています。 

また、札幌市全公園の約６割が設置から 30 年が経過し老朽化が進行すると

ともに、施設量が多い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．公園緑地に関する市民意識 

平成30年度市民アンケート調査では、みどりの現状で不足していることに

ついての設問に対して「公園の再整備と機能の見直し」が約35％で最も多

く、次いで「市民ニーズに対応した公園の充実と管理・運営」が約30％で、

公園に関する整備や管理・運営が不足していると感じている人が多いとわかり

ました。 

また、市民ワークショップにおいては、公園によって「みどりを身近に感じ

られる」ことが評価されている一方で、「少子高齢化などの社会情勢に対応し

た管理」や「子どもの遊び場や災害時の機能の充実」などの意見が出されまし

た。  

出典：札幌市資料 
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S63（1988）

H5（1993）

H10（1998）

H15（2003）

H20（2008）

H25（2013）

H28（2016）

H29（2017）

昭和 41 年(1966 年) 札幌オリンピック開催決定 

昭和 47 年(1972 年) オリンピック開催・政令指定都市へ移行 

昭和 50 年(1975 年) 児童公園 100 箇所作戦開始 

昭和 57 年(1982 年) 札幌市緑の基本計画策定 

平成 5 年(1993 年) 公園全面再整備事業開始 

平成 11 年(1999 年) 第 2 次札幌市緑の基本計画策定 

出典：平成 30 年度市民アンケート調査 

札幌のみどりの現状で、何が不足していると思うか 

平成 13 年(2001 年) 札幌市緑の保全と創出に関する条例制定 

平成 23 年(2011 年) 第３次札幌市みどりの基本計画策定 

34.6

30.6

26.9

24.2

21.9

0% 10% 20% 30% 40%

公園の再整備と機能の見直し

市民のニーズに対応した公園の充実と管理・運営

札幌の気候・歴史・風土にあった魅力的な景観…

都心の施設（建物）のみどりの充実

地球温暖化に配慮したみどりの保全と創出

札幌の気候・歴史・風土に合った魅力的な景観の保全と創出

※上位５位までを表示 （N＝962）

※児童公園 100 箇所作戦： 

昭和 50 年(1975 年)～58 年(1983 年）に年間 100 箇所の児

童公園（現在の街区公園に当たる）を整備目標とした市の施策 

（箇所） 

札幌市の都市公園数の推移と公園整備の系譜（S33～H29） 
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ウ．公園のレクリエーション施設配置状況 

札幌市内の公園のもつ機能について、目的系統で分類し、「自然系」「風景

系」「こども系」「文化・歴史系」「スポーツ系」「炊事施設系」ごとのレクリエ

ーション機能を整理しました。 

該当した施設の件数は以下の表のとおりであり、各機能の中で文化・歴史系

レクリエーション機能は 103 件の施設が該当し最も多く位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

自然系のレクリエーション機能は、旭山記念公園や円山公園、宮丘公園など

の山地丘陵地沿いに多く位置し、炊事施設は市街地縁辺部に点在して位置して

います。その他の機能は全市的に点在する形で位置しています。 

多様な機能を持っている公園としては、五天山公園が６機能全てを有し、藻

南公園と月寒公園は５機能、旭山記念公園や屯田西公園、モエレ沼公園、前田

森林公園などの 10 カ所の公園で４機能を有しています。 

 

 

  

機能 凡例
自然系レクリエーション機能 40 件 ●
風景系レクリエーション機能 55 件 ●
こども系レクリエーション機能 70 件 ●
文化・歴史系レクリエーション機能 103 件 ●
スポーツ系レクリエーション機能 28 件 ●
炊事施設 7 件 ●

※催事を除く

件数
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公園のレクリエーション施設配置状況 
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エ．公園のレクリエーション利用状況 

札幌市内の都市公園では、団体等による公園利用届等※による利用は、１万件

（指定管理者 16 公園を除く）にのぼり、活発な公園利用が図られています。 

公園利用届等からわかる運動会・遠足、少年野球・サッカー、その他のスポ

ーツ・大会、冬遊び、自然散策・自然観察、野外学習・園外保育などの「レクリ

エーション利用」は、全 1 万件のうち、約 8,000 件を占めています。 

大規模公園では施設利用のほか、多様なイベントや行事が開催されており、

1 年を通じて活用されています。 

カテゴリー別の利用状況をみると、「少年野球・サッカー」が最も多く全体の

約 64.7%を占めており、ついで「その他のスポーツ大会」が 13.5％、「運動

会・遠足」が 10.8％となっています。 

しかし、住区基幹公園の計画的な配置・整備が行われた郊外の住宅地では、

公園数は多い反面、届け出による利用は低い傾向にあります。 

指定管理者制度※を導入している公園では、全市的なイベントの会場となる

「モエレ沼公園」や趣味・カルチャー型の事業を提供する「百合が原公園」、「豊

平公園」などの参加人数が多く、明確なテーマと魅力のある事業企画への参加

が多い傾向が見られます。 

 

  

                                            
※ 公園利用届等：「公園利用届」、「公園使用許可申請」。 
※ 指定管理者制度：多様な市民ニーズに効果的・効率的に対応するため、民間の経営能力、技術を活

かしながら、地方公共団体の指定を受けた「指定管理者」が、公共施設の管理運営を行う制度。 
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公園のレクリエーション利用状況 

  

郊外部は公園数が多い反面 

利用率が低い 

各種スポーツ大会の 

開催による活用促進 

多彩なイベント開催による 

活用促進 

自然観察会・セミナーの 

開催による普及啓発 

地区内の住区基幹公園数 

地区内の住区基幹公園の内、公園利用届のあった公園数 
利用率＝ 
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④街路樹の現状 

札幌市には現在約23万本の街路樹が整備されていますが、老齢化が進み、

街路樹診断した樹木のうち、空洞化などによる危険木と診断された樹木が２割

強を占めるなど、その割合は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤みどりの景観特性と観光特性 

札幌には明瞭な四季があり、春のさわやかな新緑、秋の紅葉、冬の雪景色など

四季折々の楽しみのあるみどりの風景も特徴といえます。 

藻岩山などの山頂や高台を有する公園からは、市街地の眺望が得られるほか、

豊平川などの河川や橋からは、山並みの景観や川辺の景観が得られます。 

北東部の農地や牧草地の広がった風景や南西部の森林の中の風景など都市であ

りながら多様な風景を見ることができます。 

また、平成 30 年度市民アンケートでは、札幌市の原風景として思い描くもの

として「市街地から見える山並み」がもっとも多く、道路や公園から身近に眺望

できることが、札幌の景観や市民の故郷の情景として重要な要素となっていると

考えられます。都心では大通公園・中島公園などの拠点的な公園、各地域では大

規模な公園が地域住民に親しまれるとともに、地域の景観を特徴づける重要な要

素となっています。 

 

みどりの観光スポットは、大通公園や道庁など、みどりと歴史・文化を味わえ

るスポットが人気となっています。 

また、モエレ沼公園や芸術の森、石山緑地、創成川公園など、みどりと一体と

なった文化・アートが都市観光の対象として人気が高い状況です。 

このほか、藻岩山や大倉山など、眺望スポットもみどりの観光スポットとして

挙げられます。 

 

  

出典：札幌市資料 

街路樹診断における危険木の割合 
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みどりの景観特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山並みに向かう道路では、 

その存在感が強い 

市街地から間近に望める山

並みは市民にとって札幌ら

しい風景を形成している 

文化やアートを感じさせる

大規模公園は特徴的な景観

資源となっている 

地域に立地する拠点的な公

園は地域らしい景観要素と

なっている 

都心の大通公園をはじめとする景

観資源の密度が高い 

山頂や高台の公園などから

市街地を望む眺望が広がる 
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みどりの観光特性 

 

  

都心では大通公園や道庁など、

みどりと歴史・文化を味わえる

スポットが人気 

モエレ沼公園など、みどりと文

化・アートが特徴的な公園緑地

も観光対象になっている 

藻岩山や羊ヶ丘など、みどりの

なかから市街地を望む眺望スポ

ットも来訪者が多い 
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（２）課題 

①都心のみどりの不足 

都心の緑被率や公共施設・民間施設の緑化の不足が課題となっています。市民

アンケートや市民ワークショップなどでも、都心のみどりの充実を求める意見が

あげられました。 

 

②都市公園の偏在や利用ニーズとの乖離 

都心やその周辺の人口増加がみられる地域では身近な公園の不足が課題となっ

ている一方、住宅地では狭小な公園の密集や、機能の重複が課題となっています。 

また、全公園の約６割が設置から 30 年経過していることから、膨大な数の老

朽化した公園施設への対応や子どもが安全に安心して遊べる場の確保が課題とな

っています。 

 

③街路樹の老齢化、維持管理の困難化 

都市の拡大とともに整備されてきた街路樹の老齢化が進行しているとともに、

狭い歩道に植えられた街路樹や都市環境への適性が低い樹種についての対応が課

題です。 

また、街路樹がつくる美しく北国らしい道路景観の維持も課題となっています。 

 

④多様な市民ニーズへの対応 

少子高齢化や社会の成熟化に伴い市民ニーズは多様化しており、市民アンケー

トやワークショップの結果より、公園についても市民ニーズに対応した再整備や

管理・運営が求められています。 
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（１）現状 

①これまでの取組と評価 

札幌市で進められている市民参加には、歩道美化（歩道植栽ますへの花植え等）、

学校周りの花植え（マイタウン・マイフラワー事業）、街区公園の町内会等への委

託があり、全市的な活動の広がりを見せています。 

「第３次札幌市みどりの基本計画」では、「つなぐ」をキーワードに、市民と行

政、市民同士が連携する市民との協働※を掲げ、公園ボランティア※や森林ボラン

ティア※、さっぽろタウンガーデナー※などのボランティアの支援を行いながら、

みどりづくりを進めてきました。その結果、団体や個人のボランティア登録者数

は増加傾向にあり、みどりづくりは市民に支えられてきました。 

  

                                            
※�協働：多様な活動団体や組織が、同じ目標を共有し、それぞれの特性を活かし、対等の立場で協力

し共に活動すること。 
※�公園ボランティア：公園でのボランティア活動を希望する市民の方々を登録したうえで、計画的に

清掃等の活動をしてもらう札幌市の制度。 
※�森林ボランティア：指定された都市環境林等において、市民による積極的な森林保全活動を行なう

札幌市の制度。 
※�さっぽろタウンガーデナー（緑の愛護員）制度：市民の方々が花とみどりのまちづくりに自主的に

取り組むことを支援するための札幌市の登録制度。 

ひと 
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出典：札幌市資料 
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②市民参加の現状 

平成 29 年度に実施した「札幌市みどりに関する市民アンケート」では、みど

りづくりに参加している市民のうち約７割が 60 歳以上で、「今後は参加しない、

分からない」との回答が増加傾向にあることが分かりました。 

「平成 30 年度市民アンケート調査」では、みどりの活動について「知らない」

「知っているが参加したことがない」という回答が約 9 割で、ボランティアに関

する認知度が低いことがわかり、参加の条件については、「活動場所や時間の自由

度」や「１人でもできることがあるとき」など参加しやすい工夫を求める意見が

ありました。 

 

  

44.1

35.8

26.9

24.2

21.0

19.9

12.6

7.8

9.1

1.9

0% 20% 40% 60%

活動場所や時間の自由度

活動場所や内容などの情報が手に入る

１人でもできることがあるとき

参加の申し込みなどの簡略化

若い世代が参加しやすい工夫

町内会行事として開催するとき

交通費程度の費用の支給

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝３７２）

出典：平成 30 年度市民アンケート調査 

どのようなとき、もしくは何があれば参加したいか 

出典：札幌市みどりに関する市民アンケート 
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活動に参加した方の年齢構成の推移 
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③ボランティア活動の現状 

札幌市では、公園ボランティアや森林ボランティア、さっぽろタウンガーデナ

ーなどのボランティア活動が行われています。各ボランティアの登録人数は、平

成 27 年（2016 年）には 3,500 人程度で、近年は増加傾向にあります。 

公園や森林の手入れや維持管理に関わる市民ボランティアは、市域全体で活動

しているものの、白石区・豊平区・厚別区での活動はやや低い傾向にあります。 

森林ボランティアは西〜南部の市街地寄りの山地で分散して活動しています。 

公園ボランティアは、中央区・東区・南区での活動場所がやや多くなっていま

す。公園ボランティアの登録者数は、数人から 200 人程度と様々です。 

 

  

森林ボランティア タウンガーデナー 公園ボランティア 
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市民参加・ボランティア活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民ボランティの活動は、地区により

濃淡が見られるものの、総じてその活

動は市域全体に広がりをみせている 

公園ボランティアの登録状況

では、豊平区・白石区・厚別

区の対象公園や数が少ない 

森林ボランティアの登録状況では、 

市街地に近い山地丘陵地に沿って 

都市環境林で活動が展開されている 

公園ボランティアは、規模

は小さいものの東区・南

区・中央区等で活発 



48 

④コミュニティ活動の現状 

札幌市内の都市公園では、地域イベント・祭り、防災訓練、ボランティア活動

など、公園利用届等により申請されている「コミュニティ活動」は、全 1 万件の

うち、約 2 千件を占めています。 

全地域で一定の公園利用が図られていますが、豊平区が約 560 件で最も多く、

次いで北区が約 350 件で、地域によって活動状況に差があります。 

指定管理者制度を導入している豊平公園や百合が原公園、モエレ沼公園などの

テーマ性の高い公園では、趣味・カルチャー系のコミュニティ活動が活発です。 

また、大通公園では造園業者による花壇整備や、ガイドなどほかの公園では見

られないボランティア活動が活発に行われています。 
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コミュニティ活動状況 

  

テーマ性の高い 

公園の利用が活発 

公園利用は地区により 

濃淡が見られる 

花壇整備やガイドなどメニュー 

が豊富な公園の活用が活発 
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（２）課題 

①ボランティアの高齢化・中心となる人材不足 

ボランティア活動をしている人の高齢化や活動の中心となる人材の不足などに

よって、みどりに関わる活動の継続が課題です。 

 

②ボランティア活動の認知度の低迷 

みどりのボランティアに関する認知度が低く、ボランティア情報へのニーズが

高いため、情報提供の工夫が課題となっています。 

 

③ボランティア活動の参加へのハードル 

子育て中の人や若者など多様な世代や主体が継続的に活動できるようなニーズ

の把握や機会の提供が課題です。 
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 第３章 重視すべき視点 
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第３章 重視すべき視点 

１．重視すべき視点 

これまで札幌のみどりの分野では、経済成長や人口増加などを背景として、札幌を

取り巻くみどりの保全と創出や、良好な住環境形成のための量的なみどりの整備を進

め、一定の成果をあげてきました。 

しかし、地球規模の環境問題の深刻化、人口減少社会の到来、少子高齢化の進行な

ど、札幌を取り巻く社会情勢が変化しています。 

こうした中、これからのみどりづくりにおいて、限られた経営資源の中で効果的に

事業を展開していくにために、守られてきたみどりを大切にしながら、みどりが持つ

様々な役割を最大限活用して、柔軟に使いこなしていくことにより、今あるみどりに

新たな価値を見い出していくことが重要と捉え、今後 10 年間においてみどりの分野

で取り組みを進めるうえで重視すべき視点を「都市の魅力の向上」「地域コミュニティ

の醸成」「人と自然の共生」「資源の有効活用」の４点に整理しました。 
 

 

  

社会情勢の変化 
○地球規模の環境問題の深刻化    ○ SDGs の推進 
○人口減少社会の到来、少子高齢化の進行   ○経営資源の制約 
○人口構造の地域的な偏り    ○外国人来訪者の増加 
○都市公園法等の改正（ストック活用、民間との連携加速、都市公園を柔軟に使いこなす） 
○北海道新幹線の札幌延伸、冬季オリンピック・パラリンピックの開催招致 

札
幌
の
現
状 

○札幌市景観計画 
○第 2 次札幌市環境基本計画 
○生物多様性さっぽろビジョン 

【環境】 
：次世代へつなげる持続可能なまちづくり 

基本目標：豊かな自然環境と共生するまちにします 
市民が環境について学び行動するまちにします 

【都市空間】 
：魅力と活力を持続的に高める集約型のまちづくり 

基本目標：札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします 
都市の価値を高めるみどりをいかしたまちにします 

札幌の街づくりの方向性 
○札幌市まちづくり戦略ビジョン 

【安全・安心】 
：安心して暮らせる「人に優しい」 
まちづくり 

【地域】 
：地域での支え合いとつながりづくり 

○第 2 次札幌市都市計画マスタープラン 
○札幌市立地適正化計画 
○札幌市都心まちづくり計画 

札
幌
の
み
ど
り
の 

課
題 

自然 
①人工林の管理の遅れ 
②森林の利用ニーズ多様化 
③耕作放棄地の増加 
④生物多様性への対応 

都市 
①都心のみどり不足 
②都市公園の偏在や利用ニー

ズとの乖離 
③街路樹の老齢化、維持管理

の困難化 
④多様な市民ニーズへの対応 

ひと 
①ボランティアの高齢化、中

心となる人材不足 
②ボランティア活動の認知度

の低迷 
③ボランティア活動の参加へ

のハードル 

 

    

重
視
す
べ
き 

視
点 

都市の魅力 

の向上 

地域 

コミュニティ 

の醸成 

人と自然 

の共生 
資源の 

有効活用 
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【みどり分野で取り組む視点】 

視点１ 都市の魅力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２ 地域コミュニティの醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

札幌の活力を維持していくため、都市の魅力を高めるみどりの空間を、 

都心を中心に創出し、活用していく視点 
 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少社会を控え、札幌が活力あふれる都市であり続けるためには、北海道

新幹線の札幌延伸や冬季オリンピック・パラリンピックの開催誘致などを契機と

して、都市の魅力を高める必要があります。 

そのために、みどりの分野では、市民や国内外の来訪者が多く訪れる都心にお

いて、都市基盤としてのみどりのあるべき姿を市民・事業者・公共施設の担い手

に示し、まちづくりをリードするみどりを創出するとともに、市民や来訪者が憩

い交流し滞留する魅力的な空間として活用していく視点が必要です。 

少子高齢化等に伴い市民ニーズが多様化する中、 

公園緑地に集うことで生まれる、優しい地域コミュニティを育む視点 
 

 

 

 

 

 

 

人口構造の変化等に伴い、市民ニーズが多様化しており、都市公園などの利用

形態も変化しています。身近な公園緑地を地域の方とのコミュニケーションや世

代間のふれあいの場としていくことで、誰もが安全・安心で住みやすく、災害時

にも支えあえる地域コミュニティを育む視点が必要です。 

魅力と活力を持続的に 

札幌の顔となる都心 

新幹線の札幌延伸 

オリンピック等の招致 

外国人来訪者の増加 
都市の魅力 

の向上 

地域 
コミュニティ 

の醸成 

人口構造の変化 

地域の支え合いとつながり 

安心で人に優しいまち 

市民ニーズの多様化 
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視点３ 人と自然の共生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点４ 資源の有効活用 

 

 

地球環境の保全や生物多様性のベースとなる自然環境を守り、 

教育の場、ふれあいの場として活用する視点 
 

 

 

 

 

 

 

札幌では平成 20 年（2008 年）に環境首都・札幌を宣言し、第 2 次環境基本

計画においても「都市と自然が調和した自然共生社会の実現」を掲げています。 

先人が残してくれた札幌のみどりを今後も大切に守り育てていくためには、市

民や来訪者が、教育の場やふれあいの場として親しめるような活動に積極的に取

り組んでいく必要があります。 

集約型のまちづくりを行う中で、今ある公園をより一層活用するとともに、 

まちづくりと連動してみどり豊かなオープンスペースを創出する視点 
 

 

 

 

 

 

 

 

公園緑地の整備は一定の水準にあり、量的にはほぼ充足しています。今後は人

口減少社会を見据え、公園や施設の総量を抑制していくとともに、今あるものの

個性に合わせて、民間施設との連携や大きな都市公園では民間活力を導入する

（Park-PFI）など、より市民に使っていただくことを重視していきます。 

また、災害時において、みどりは土砂災害防止や延焼の防止などの役割を果た

すとともに、都市公園等は避難の場、救援活動の拠点となるなどの多面的機能を

発揮する視点も重要です。 

さらに、まちづくりにおいて都心や地域交流拠点などに機能を集約する方向性

が示されるなか、みどりの分野においても、まちづくりと連動した複合化や都心

の開発に合わせたみどり豊かなオープンスペースの創出など、うるおいのある魅

力的な空間を効果的に創出していく視点が必要です。 

人と自然 
の共生 

地球環境を守り育てる 

生物多様性への対応 

自然共生社会の実現 

市民が学び行動する 

資源の 
有効活用 

Park-PFI 制度の新設 

集約型のまちづくり 

民間施設との連携 

経営資源の制約 

人口減少社会の到来 


